
お た り
広

　報

発行：小谷村役場Public relations magazine Otari village December 2023 No.556

令和４年度小谷村表彰式について２

芸術の秋を満喫
～おたりつぐらでの手仕事マルシェ～

10

[ おもな内容 ]

館報

雨飾山にも雪が降りました

冬支度は済みましたか

撮影：清　空夢  さん（公募写真掲載）

12
2022



（3）　広報おたり　令和４年 12 月号 広報おたり　令和４年 12 月号（2）

　
大
糸
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
考

え
、
利
用
者
を
増
や
す
ア
イ
デ
ア

を
事
業
化
・
予
算
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

小
谷
村
商
工
会
長
が
会
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
、
今
後
、
小
谷
村

か
ら
大
糸
線
利
用
促
進
の
活
動
を

実
施
・
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
網
、
姫
川
温
泉
、
小
谷
村
役
場

に
て
地
域
振
興
局
主
催
の
住
民
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
村

民
の
方
々
の
大
糸
線
に
対
す
る
思

い
や
利
用
促
進
に
繫
が
る
ア
イ
デ

ア
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　　
大
糸
線
を
20
年
以
上
撮
り
続
け

て
き
た
長
野
市
在
住
猿
谷
宜
弘
さ

ん
の
作
品
を
展
示
し
た
写
真
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
季
節
の
中
で
変

化
す
る
大
糸
線
の
様
子
が
収
め
ら

れ
た
素
敵
な
写
真
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
糸
線
65
周
年
を
記
念
し
た
リ

ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と
の
特
別

運
行
に
あ
わ
せ
、
複
合
拠
点
施
設

お
た
り
つ
ぐ
ら
に
て
直
売
所
や
音

楽
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
横
を

気
動
車
が
通
る
と
き
に
は
、「
よ

う
こ
そ
小
谷
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

見
せ
た
り
、
手
を
振
り
歓
迎
を
行

い
ま
し
た
。

　
大
糸
線
を
運
営
す
る
Ｊ
Ｒ
西
日

本
と
小
谷
村
が
共
催
し
、
大
糸
線

の
現
状
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
提
案

な
ど
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
糸
線
の
現
状
や
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
意
見
、
踏
み
込
ん
だ
内
容
の

質
問
な
ど
活
発
な
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
列
車
で
は
、

列
車
内
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
飾
付

し
、
仮
装
し
た
乗
客
が
糸
魚
川
へ

出
発
。
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
平

岩
駅
で
折
り
返
し
に
な
り
ま
し
た

が
、
車
内
で
の
催
し
で
は
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
複
合
拠
点
施
設
お
た

り
つ
ぐ
ら
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
、
仮
装
し
た
参
加

者
が
い
つ
も
と
雰
囲
気
が
ち
が
う

施
設
内
で
宝
探
し
を
行
い
ま
し

た
。

　
小
谷
村
文
化
祭
で
大
糸
線
の

様
々
な
写
真
や
グ
ッ
ズ
を
集
め
て

展
示
を
し
ま
し
た
。
小
谷
村
に
鉄

道
が
開
通
し
た
時
の
写
真
や
国
鉄

時
代
の
制
服
な
ど
、
多
く
の
物
品

の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
８
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
複

合
拠
点
施
設
お
た
り
つ
ぐ
ら
で
引

き
続
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ア
集
の
中
か
ら
事
業
化

が
期
待
で
き
る
も
の
を
３
つ
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
鉄
路
の
振
興
策
を
取

り
入
れ
た
事
業
や
沿
線
自
動
車
教

習
所
の
送
迎
に
大
糸
線
を
活
用
す

る
な
ど
の
意
見
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　
小
谷
村
大
糸
線
振
興
会
議
の
会

議
や
意
見
交
換
会
の
内
容
は
、
小

谷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
村
民
の
皆
様
が
大
糸
線
を
考
え

る
機
会
を
今
後
も
計
画
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
大
糸
線
の
利
用
促
進

に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課

　
観
光
商
工
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
５

　
小
谷
村
で
は
、小
谷
村
大
糸
線
振
興
会
議
の
発
足
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
大
糸
線
の
取
組
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

小
谷
村
で
の
大
糸
線
の
取
組

６
月
29
日

小
谷
村
大
糸
線
振
興
会
議
の

発
足７

月
26
日

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局

主
催
大
糸
線
住
民
懇
談
会

８
月
８
日
～
31
日

複
合
拠
点
施
設
お
た
り
つ
ぐ

ら
で
大
糸
線
写
真
展
開
催

８
月
20
日

リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と

特
別
運
行
に
あ
わ
せ
た
産
直

祭
り

８
月
30
日

J
R
西
日
本
共
催

大
糸
線
意
見
交
換
会

10
月
23
日

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
列
車
＆

複
合
拠
点
施
設
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト

10
月
27
日

大
糸
線
今
昔
物
語
写
真
展

開
催

11
月
17
日

第
３
回
大
糸
線
振
興
会
議

開
催

　
11
月
３
日
文
化
の
日
に
小
谷
村
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令和４年度小谷村表彰式表彰者（敬称略）

令和４年度　小谷村表彰式
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作
業
中
の
除
雪
車
は
、
死
角
が
多
い

た
め
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
特
に
除
雪

車
後
方
は
死
角
に
な
る
た
め
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　　
道
路
上
に
車
を
放
置
す
る
と
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
通
行
す
る
車

両
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、

そ
の
道
路
が
除
雪
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
作
業
上
、
一
時
的
に
道
路
の
通
行
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

故
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
業
エ

リ
ア
へ
強
引
に
進
入
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

　
除
雪
し
た
道
路
に
雪
を
出
す
方
が
い

ま
す
が
、
安
全
な
交
通
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
の

交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
積
雪
・
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
玄

関
先
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
う
、
道
路
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
等
、
充
分
な

除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
は
作
業
音
が
う
る
さ
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

生
活
道
路
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　
雪
崩
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
朝
の
通
勤
通
学
時
間
に
間
に
合
う
よ

う
に
夜
明
け
前
か
ら
行
い
ま
す
。
安
全
で
円
滑
な
作
業
が
行
え
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
急
勾
配
の
た
め
、
12
月
20
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
一
方
通
行
と
な

り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
通
行
禁
止
違
反
と
な
り
、
違
反
点

数
の
加
算
及
び
反
則
金
と
な
り
ま
す
。
冬
期
間
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
冬
期
間

　
　
　
　
　  

に
な
り
ま
す

　
冬
季
は
積
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し
や
す

く
、
道
路
通
行
の
支
障
と
な
る
事
例
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
り
車
両

や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
土

地
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
一
度
ご
自
身
が
所
有
さ
れ
る
土
地
の
立

木
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
所
有
者
の
責
任
で
伐

採
・
枝
払
い
な
ど
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
通
行
や
除
雪
業
務
に
支
障
と
な
る

立
木
が
あ
る
場
合
は
、
緊
急
対
応
と
し
て
予
告

な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
障
木
の
伐
採
に

  

ご
理
解
ご
協
力
を

　
　  

お
願
い
し
ま
す

●
民
法
第
２
３
３
条
【
竹
木
の
枝
の
切
除
及
び

根
の
切
取
り
】

●
民
法
第
７
１
７
条 

【
土
地
の
工
作
物
等
の
占

有
者
及
び
所
有
者
の
責
任
】

●
道
路
法
第
４
３
条
【
道
路
に
関
す
る
禁
止
行

為
】

　
作
業
時
に
は
自
動
車
又
は
歩
行
者
の
安
全
確

保
と
、
立
木
や
は
し
ご
等
か
ら
の
転
落
防
止
に

十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
電
線

（
電
気
・
電
話
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
が
絡
む
枝
先
の

剪
定
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
管
理
事
業
者

（
中
部
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
務
局
）
に

依
頼
す
る
等
、
ご
自
身
で
全
て
作
業
を
行
う
こ

と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
建
設
係

　
　
８
２
‐
２
２
０
４

一
方
通
行

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で

路
上
駐
車
は
絶
対
に
だ
め

通
行
止
に
ご
協
力
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

危
険
な
個
所
を
発
見
し
た
ら

枝
払
い
作
業
時
の
注
意
事
項

　
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に
お
い
て
、
新
た
に
住
宅
用
地
を

所
有
す
る
方
及
び
、
利
用
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た
所
有
者
の
方

は
、
そ
の
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月
１
日
ま
で
に
「
住
宅
用
地
適

用
（
異
動
）
申
告
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
年

度
か
ら
引
き
続
き
所
有
し
、
か
つ
申
告
内
容
に
異
動
が
な
い
場

合
は
、
提
出
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
い
た
だ
い

た
場
合
は
、
令
和
５
年
度
課
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
様
式
は
小
谷
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
税
務
係
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
税
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
３
７

「
住
宅
用
地
適
用
（
異
動
）
申
告
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

　
住
宅
用
地
と
は
、
居
住
用
と
し
て
全
部

ま
た
は
そ
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
宅
地

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
住
宅
用
地
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
面
積
の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用

地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
店
舗
や
事
務

所
、
営
業
用
駐
車
場
等
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
り
、
軽

減
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
村
道
西
山
線
の
虫
尾
と
池
原
地
区
の
上
部
に
は
小
谷
を
見
下
せ
る
絶

好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、
ス
ギ
の
木
が

大
き
く
な
り
前
方
の
視
界
を
阻
害
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
「
森

と
人
い
き
い
き
助
成
事
業
」を
活
用
し
、支
障
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

　
支
障
木
の
伐
採
と
と
も
に
、
木
製
ベ
ン
チ
の
設
置
も
行
い
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー
ス
に
も
指
定
さ
れ
る
箇
所
で

す
。
多
く
の
方
に
一
度
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
絶
好
の
景
色
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
　　

８
２
‐
２
５
８
８

村
道
西
山
線
の
景
観
ポ
イ
ン
ト
の

整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た

　
去
る
５
月
17
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
元
中
土
小

学
校
長
　
二
木
福
治
氏

が
長
年
に
わ
た
る
功
労

に
よ
り
、
正
六
位
の
位

階
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
叙
位
・
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、

責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
は
た
し
成
績
を
あ
げ
た

人
に
対
し
て
、
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
二
木
先
生
は
、
昭
和
27
年
に
教
員
と
な
ら
れ
、
平
成
２
年
３

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成
２
年

３
月
の
ご
退
職
時
ま
で
旧
中
土
小
学
校
長
と
し
て
お
勤
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
学
校
と
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
、
保
護
者
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
現
在
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」

の
先
駆
け
と
な
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
温
厚
誠
実
な
お
人
柄
で
、
熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
学

び
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
、
更
に
こ
の
た
び
正
六
位
の
位
階
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
過
日
11
月
23
日
に
関
教
育
長
か
ら
、
ご
家
族
へ
叙
位

の
伝
達
を
い
た
し
ま
し
た
。

故 

二
木 

福
治
氏

　
　
　
　 

叙 
位

元
中
土
小
学
校
長
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作
業
中
の
除
雪
車
は
、
死
角
が
多
い

た
め
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
特
に
除
雪

車
後
方
は
死
角
に
な
る
た
め
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　　
道
路
上
に
車
を
放
置
す
る
と
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
通
行
す
る
車

両
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、

そ
の
道
路
が
除
雪
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
作
業
上
、
一
時
的
に
道
路
の
通
行
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

故
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
業
エ

リ
ア
へ
強
引
に
進
入
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

　
除
雪
し
た
道
路
に
雪
を
出
す
方
が
い

ま
す
が
、
安
全
な
交
通
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
の

交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
積
雪
・
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
玄

関
先
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
う
、
道
路
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
等
、
充
分
な

除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
は
作
業
音
が
う
る
さ
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

生
活
道
路
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　
雪
崩
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
朝
の
通
勤
通
学
時
間
に
間
に
合
う
よ

う
に
夜
明
け
前
か
ら
行
い
ま
す
。
安
全
で
円
滑
な
作
業
が
行
え
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
急
勾
配
の
た
め
、
12
月
20
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
一
方
通
行
と
な

り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
通
行
禁
止
違
反
と
な
り
、
違
反
点

数
の
加
算
及
び
反
則
金
と
な
り
ま
す
。
冬
期
間
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
冬
期
間

　
　
　
　
　  

に
な
り
ま
す

　
冬
季
は
積
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し
や
す

く
、
道
路
通
行
の
支
障
と
な
る
事
例
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
り
車
両

や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
土

地
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
一
度
ご
自
身
が
所
有
さ
れ
る
土
地
の
立

木
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
所
有
者
の
責
任
で
伐

採
・
枝
払
い
な
ど
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
通
行
や
除
雪
業
務
に
支
障
と
な
る

立
木
が
あ
る
場
合
は
、
緊
急
対
応
と
し
て
予
告

な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
障
木
の
伐
採
に

  

ご
理
解
ご
協
力
を

　
　  

お
願
い
し
ま
す

●
民
法
第
２
３
３
条
【
竹
木
の
枝
の
切
除
及
び

根
の
切
取
り
】

●
民
法
第
７
１
７
条 

【
土
地
の
工
作
物
等
の
占

有
者
及
び
所
有
者
の
責
任
】

●
道
路
法
第
４
３
条
【
道
路
に
関
す
る
禁
止
行

為
】

　
作
業
時
に
は
自
動
車
又
は
歩
行
者
の
安
全
確

保
と
、
立
木
や
は
し
ご
等
か
ら
の
転
落
防
止
に

十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
電
線

（
電
気
・
電
話
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
が
絡
む
枝
先
の

剪
定
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
管
理
事
業
者

（
中
部
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
務
局
）
に

依
頼
す
る
等
、
ご
自
身
で
全
て
作
業
を
行
う
こ

と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
建
設
係

　
　
８
２
‐
２
２
０
４

一
方
通
行

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で

路
上
駐
車
は
絶
対
に
だ
め

通
行
止
に
ご
協
力
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

危
険
な
個
所
を
発
見
し
た
ら

枝
払
い
作
業
時
の
注
意
事
項

　
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に
お
い
て
、
新
た
に
住
宅
用
地
を

所
有
す
る
方
及
び
、
利
用
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た
所
有
者
の
方

は
、
そ
の
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月
１
日
ま
で
に
「
住
宅
用
地
適

用
（
異
動
）
申
告
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
年

度
か
ら
引
き
続
き
所
有
し
、
か
つ
申
告
内
容
に
異
動
が
な
い
場

合
は
、
提
出
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
い
た
だ
い

た
場
合
は
、
令
和
５
年
度
課
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
様
式
は
小
谷
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
税
務
係
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
税
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
３
７

「
住
宅
用
地
適
用
（
異
動
）
申
告
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

　
住
宅
用
地
と
は
、
居
住
用
と
し
て
全
部

ま
た
は
そ
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
宅
地

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
住
宅
用
地
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
面
積
の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用

地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
店
舗
や
事
務

所
、
営
業
用
駐
車
場
等
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
り
、
軽

減
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
村
道
西
山
線
の
虫
尾
と
池
原
地
区
の
上
部
に
は
小
谷
を
見
下
せ
る
絶

好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、
ス
ギ
の
木
が

大
き
く
な
り
前
方
の
視
界
を
阻
害
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
「
森

と
人
い
き
い
き
助
成
事
業
」を
活
用
し
、支
障
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

　
支
障
木
の
伐
採
と
と
も
に
、
木
製
ベ
ン
チ
の
設
置
も
行
い
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー
ス
に
も
指
定
さ
れ
る
箇
所
で

す
。
多
く
の
方
に
一
度
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
絶
好
の
景
色
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
　　

８
２
‐
２
５
８
８

村
道
西
山
線
の
景
観
ポ
イ
ン
ト
の

整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た

　
去
る
５
月
17
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
元
中
土
小

学
校
長
　
二
木
福
治
氏

が
長
年
に
わ
た
る
功
労

に
よ
り
、
正
六
位
の
位

階
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
叙
位
・
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、

責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
は
た
し
成
績
を
あ
げ
た

人
に
対
し
て
、
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
二
木
先
生
は
、
昭
和
27
年
に
教
員
と
な
ら
れ
、
平
成
２
年
３

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成
２
年

３
月
の
ご
退
職
時
ま
で
旧
中
土
小
学
校
長
と
し
て
お
勤
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
学
校
と
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
、
保
護
者
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
現
在
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」

の
先
駆
け
と
な
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
温
厚
誠
実
な
お
人
柄
で
、
熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
学

び
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
、
更
に
こ
の
た
び
正
六
位
の
位
階
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
過
日
11
月
23
日
に
関
教
育
長
か
ら
、
ご
家
族
へ
叙
位

の
伝
達
を
い
た
し
ま
し
た
。

故 

二
木 

福
治
氏

　
　
　
　 

叙 

位

元
中
土
小
学
校
長
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今
月
の
テ
ー
マ
は
『
働
き
盛
り
世
代
の
食
生
活
』
に

つ
い
て
で
す
。

ま
め
ま
め
知
識
№105№105

　
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多

様
化
し
、
不
適
切
な
食
習
慣
に
よ

る
肥
満
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
食
や
中
食
（
お
惣
菜
な
ど

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
の
利
用
機
会
の

増
加
も
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
現

在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
中

食
等
で
食
事
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
機
会
が
増
え
た
か
と
思

い
ま
す
。

ご
自
身
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
揃
え
て

食
べ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　
ほ
ぼ
毎
日
、
朝
・
昼
・
夕
の
３

食
を
欠
か
さ
ず
食
べ
て
い
る
。

　
深
夜
に
は
、
ほ
と
ん
ど
飲
食
を

し
な
い
。

　
野
菜
や
海
藻
類
、
き
の
こ
類
な

ど
の
入
っ
た
料
理
を
毎
日
食
べ

て
い
る
。

　
間
食
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

※
チ
ェ
ッ
ク
が
２
つ
未
満
だ
と
要
注

意
で
す
！

　
長
野
県
が
３
年
に
一
度
実
施
し

て
い
る
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
の

過
去
４
回
分
の
デ
ー
タ
の
解
析
で

は
20
～
64
歳
の
働
き
盛
り
世
代
を

対
象
と
し
て
、
職
業
ご
と
に
栄
養

素
と
食
品
群
の
摂
取
の
傾
向
を
次

の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
、
ま
と
め

て
い
ま
す
。

●
炭
水
化
物
の
摂
取
が
多
い
パ

タ
ー
ン

　
こ
ち
ら
は
、
男
性
の
運
輸
・
機

械
運
転
従
事
者
に
特
徴
的
に
見
ら

れ
た
パ
タ
ー
ン
で
す
。
穀
類
（
ご

飯
、
パ
ン
、
麺
）
を
単
品
で
済
ま

せ
る
傾
向
が
あ
り
、
魚
や
肉
な
ど

を
使
っ
た
料
理
（
主
菜
）、
野
菜

な
ど
を
使
っ
た
料
理
（
副
菜
）
の

摂
取
が
少
な
い
た
め
、
ミ
ネ
ラ
ル

や
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
が
全
体
的
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
摂
取
し

た
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
を
体

内
で
使
う
た
め
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

類
や
ビ
タ
ミ
ン
類
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
は

生
活
習
慣
病
予
防
に
も
重
要
な
栄

養
素
で
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
や
菓
子
が
多
く
、

栄
養
素
摂
取
が
少
な
い
パ
タ
ー

ン
　
ア
ル
コ
ー
ル
や
菓
子
類
の
摂
取

が
多
い
一
方
で
、
食
品
と
栄
養
素

の
摂
取
が
全
体
的
に
少
な
か
っ
た

パ
タ
ー
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
男
女
ど

ち
ら
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
し

た
。
穀
類
や
野
菜
の
摂
取
が
少
な

い
た
め
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル

類
の
摂
取
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

食
物
繊
維
も
が
ん
予
防
や
生
活
習

慣
病
予
防
に
重
要
な
栄
養
素
で

す
。
ま
た
、
穀
類
に
は
、
炭
水
化

物
だ
け
で
な
く
、
食
物
繊
維
や
ミ

ネ
ラ
ル
類
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
適
度
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
主
食
が
少
な
い
パ
タ
ー
ン

　
炭
水
化
物
の
摂
取
源
で
あ
る
ご

飯
や
パ
ン
、
麺
類
を
食
べ
ず
、
主

菜
や
副
菜
な
ど
の
お
か
ず
を
食
べ

る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
、

管
理
・
事
務
従
事
者
の
男
女
と
も

に
見
ら
れ
ま
し
た
。主
食
を
抜
き
、

そ
の
分
お
か
ず
を
多
く
食
べ
る
た

め
、
脂
質
や
塩
分
の
摂
取
が
多
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
脂
質
の

摂
り
過
ぎ
は
脂
質
異
常
症
や
動
脈

硬
化
な
ど
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ま

た
、
食
塩
の
摂
り
過
ぎ
も
高
血
圧

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
が
理
想
で
す
。

　
忙
し
い
と
、
お
に
ぎ
り
だ
け
、

パ
ン
だ
け
の
食
事
に
な
り
が
ち
で

す
。
副
菜
や
主
菜
を
組
み
合
わ
せ

る
に
は
ど
ん
な
選
び
方
が
出
来
る

で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
は
ど
ん
な
食
事
を

し
て
い
ま
す
か
？
？

で
は
、
外
食
・
中
食
利
用
時
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
え
方
と
は
？

　
ま
た
、
手
作
り
な
ら
絶
対
安
全

と
は
限
ら
ず
、
手
料
理
で
も
選
ぶ

力
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
調
理
法
・

衛
生
面
な
ど
色
々
な
配
慮
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
生
産
・
流
通
だ
け
で
は
な
く
、

加
工
（
調
理
）
も
人
に
任
せ
る
と

い
う
こ
と
は
手
軽
な
分
、
自
分
や

家
族
の
健
康
を
人
任
せ
に
す
る
リ

ス
ク
が
増
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
に
は
栄
養
成

分
表
示
が
あ
り
ま
す
。
料
理
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
脂
質
・
塩
分
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
見
比
べ
て
か
ら
料
理
を
選
ぶ

習
慣
を
つ
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

20
～
30
代
の
男
性
の
場
合
は
昼
食

で
８
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
・
脂
質
20
g

前
後
を
目
安
に
、
そ
れ
以
外
の
年

代
の
男
性
ま
た
は
女
性
は
６
０
０

～
７
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
・
脂
質
16
g

前
後
を
目
安
に
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
塩
分
は
男
女
と
も
に
一

食
３
ｇ
程
に
お
さ
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。

　
右
の
成
分
表
示
を
見
比
べ
て
も

ら
う
と
脂
質
と
食
品
相
当
量
の
数

値
が
違
う
の
が
分
か
り
ま
す
ね
。

Ａ
弁
当
よ
り
Ｂ
弁
当
を
選
ぶ
と
良

い
で
す
◎
　

　
働
き
盛
り
世
代
で
は
自
ら
の
健

康
は
二
の
次
に
な
り
が
ち
で
、
予

防
行
動
を
と
る
の
は
至
難
の
業
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
毎
日
の
食

生
活
が
身
体
を
つ
く
り
、
将
来
の

健
康
に
繋
が
り
ま
す
。
小
谷
村
食

育
推
進
計
画
で
も
『
健
康
に
毎
日

を
過
ご
す
た
め
の
食
生
活
』
を
大

目
標
と
し
て
お
り
、
健
康
は
一
生

の
宝
で
す
。

　
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の

健
康
を
考
え
る
こ
と
も
多
い
働
き

盛
り
世
代
。
一
人
ひ
と
り
が
生
活

習
慣
病
の
予
防
と
改
善
に
つ
な
が

る
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
、
健
康
を
考
え
た
食
事
を
実
践

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
レ
ト
ル

ト
食
品
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
利

用
頻
度
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
多
く
含
ま
れ
る
食
品
添

加
物
は
亜
鉛
の
吸
収
を
阻
害
し
ま

す
。
亜
鉛
は
味
を
感
知
す
る
味
蕾

の
大
事
な
構
成
成
分
で
す
。
体
内

合
成
が
で
き
な
い
の
で
食
事
か
ら

の
摂
取
が
必
要
で
す
。
卵
、海
苔
、

牡
蠣
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

※
味
覚
障
害
の
原
因
は
そ
の
他
ス

ト
レ
ス
や
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
薬
の
副
作
用
な
ど
が
原
因

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　　

８
２
‐
２
５
７
０

ち
な
み
に…

あ
な
た
は

味
覚
障
害
大
丈
夫
で
す
か
？

おにぎり単品

おにぎりの具で
主菜を。
（例：鮭、鶏そぼ
ろ、納豆巻等）

具沢山の汁物で副菜を。

スティック野菜や千切り
キャベツでもう一つ副菜を。
ドレッシング等での味のつ
けすぎには注意です！

パン単品

そば単品

野菜等の具が挟
まったサンド
イッチで主食＋
主菜＋副菜を。

牛乳やヨーグ
ルトなども組
み合わせて。

麺を食べる時は、
野菜たっぷりの
付け合わせを意
識！

栄
養
成
分
表
示
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

栄養成分表示
一食（420ｇ）当たり

エネルギー　794kcal
たんぱく質　20.4ｇ
脂　　　質　33.9ｇ
炭 水 化 物　101.9ｇ
食塩相当量　3.4ｇ

栄養成分表示
一食（490ｇ）当たり

エネルギー　775kcal
たんぱく質　22.7ｇ
脂　　　質　20.1ｇ
炭 水 化 物　125.8ｇ
食塩相当量　2.3ｇ

【Ａ弁当】 【Ｂ弁当】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
等

養
成
講
座
（
介
護
人
材
養
成
講
座
）」
が
終
了

し
ま
し
た

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
実
施

し
て
い
る
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

従
業
者
等
養
成
講
座
に
今
年
度
は

小
谷
村
か
ら
４
名
の
参
加
が
あ

り
、
３
日
間
の
研
修
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
３
日
目
の
研
修
で
は
、
リ
レ
ー

方
式
に
よ
る
大
北
各
市
町
村
の
生

活
支
援
体
制
の
取
り
組
み
の
紹
介

の
後
、
市
町
村
ご
と
に
別
れ
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。小
谷
村
で
は
、

以
前
に
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た

方
々
と
今
年
度
の
受
講
者
で
小
谷

村
の
良
い
と
こ
ろ
、
困
る
こ
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
な
を
話
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
谷
村
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
、

自
然
が
豊
か
で
野
菜
や
山
菜
が
お

い
し
い
、
人
の
つ
な
が
り
が
あ
り

人
が
優
し
い
、
自
然
に
負
け
な
い

体
力
が
あ
り
元
気
な
人
が
多
い
な

ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
除
雪

が
大
変
上
手
で
あ
り
が
た
い
と
い

う
意
見
も
で
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
し
て
困
る
と
こ
ろ
は
、
医

療
、
福
祉
面
の
不
安
、
移
動
手
段

の
不
安
、
人
口
減
少
に
対
す
る
不

安
等
が
上
が
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

は
、
実
は
多
忙
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
た
ら
い
い
な
で
は
、
小
谷

村
で
暮
ら
す
に
は
、
医
療
、
福
祉
、

生
活
支
援
、
移
動
支
援
等
の
充
実

の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
困
り
ご

と
を
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
場
所

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
あ
り
が
た
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
に
力
を
か
し
て
い

た
だ
け
る
方
、
介
護
に
興
味
の
あ

る
方
、
漠
然
と
で
も
『
何
か
し
た

い
！
』な
ど
の
思
い
の
あ
る
方
等
、

ぜ
ひ
次
年
度
の
受
講
を
検
討
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５
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今
月
の
テ
ー
マ
は
『
働
き
盛
り
世
代
の
食
生
活
』
に

つ
い
て
で
す
。

ま
め
ま
め
知
識
№105№105

　
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多

様
化
し
、
不
適
切
な
食
習
慣
に
よ

る
肥
満
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
食
や
中
食
（
お
惣
菜
な
ど

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
の
利
用
機
会
の

増
加
も
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
現

在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
中

食
等
で
食
事
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
機
会
が
増
え
た
か
と
思

い
ま
す
。

ご
自
身
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
揃
え
て

食
べ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　
ほ
ぼ
毎
日
、
朝
・
昼
・
夕
の
３

食
を
欠
か
さ
ず
食
べ
て
い
る
。

　
深
夜
に
は
、
ほ
と
ん
ど
飲
食
を

し
な
い
。

　
野
菜
や
海
藻
類
、
き
の
こ
類
な

ど
の
入
っ
た
料
理
を
毎
日
食
べ

て
い
る
。

　
間
食
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

※
チ
ェ
ッ
ク
が
２
つ
未
満
だ
と
要
注

意
で
す
！

　
長
野
県
が
３
年
に
一
度
実
施
し

て
い
る
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
の

過
去
４
回
分
の
デ
ー
タ
の
解
析
で

は
20
～
64
歳
の
働
き
盛
り
世
代
を

対
象
と
し
て
、
職
業
ご
と
に
栄
養

素
と
食
品
群
の
摂
取
の
傾
向
を
次

の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
、
ま
と
め

て
い
ま
す
。

●
炭
水
化
物
の
摂
取
が
多
い
パ

タ
ー
ン

　
こ
ち
ら
は
、
男
性
の
運
輸
・
機

械
運
転
従
事
者
に
特
徴
的
に
見
ら

れ
た
パ
タ
ー
ン
で
す
。
穀
類
（
ご

飯
、
パ
ン
、
麺
）
を
単
品
で
済
ま

せ
る
傾
向
が
あ
り
、
魚
や
肉
な
ど

を
使
っ
た
料
理
（
主
菜
）、
野
菜

な
ど
を
使
っ
た
料
理
（
副
菜
）
の

摂
取
が
少
な
い
た
め
、
ミ
ネ
ラ
ル

や
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
が
全
体
的
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
摂
取
し

た
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
を
体

内
で
使
う
た
め
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

類
や
ビ
タ
ミ
ン
類
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
は

生
活
習
慣
病
予
防
に
も
重
要
な
栄

養
素
で
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
や
菓
子
が
多
く
、

栄
養
素
摂
取
が
少
な
い
パ
タ
ー

ン
　
ア
ル
コ
ー
ル
や
菓
子
類
の
摂
取

が
多
い
一
方
で
、
食
品
と
栄
養
素

の
摂
取
が
全
体
的
に
少
な
か
っ
た

パ
タ
ー
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
男
女
ど

ち
ら
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
し

た
。
穀
類
や
野
菜
の
摂
取
が
少
な

い
た
め
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル

類
の
摂
取
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

食
物
繊
維
も
が
ん
予
防
や
生
活
習

慣
病
予
防
に
重
要
な
栄
養
素
で

す
。
ま
た
、
穀
類
に
は
、
炭
水
化

物
だ
け
で
な
く
、
食
物
繊
維
や
ミ

ネ
ラ
ル
類
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
適
度
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
主
食
が
少
な
い
パ
タ
ー
ン

　
炭
水
化
物
の
摂
取
源
で
あ
る
ご

飯
や
パ
ン
、
麺
類
を
食
べ
ず
、
主

菜
や
副
菜
な
ど
の
お
か
ず
を
食
べ

る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
、

管
理
・
事
務
従
事
者
の
男
女
と
も

に
見
ら
れ
ま
し
た
。主
食
を
抜
き
、

そ
の
分
お
か
ず
を
多
く
食
べ
る
た

め
、
脂
質
や
塩
分
の
摂
取
が
多
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
脂
質
の

摂
り
過
ぎ
は
脂
質
異
常
症
や
動
脈

硬
化
な
ど
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ま

た
、
食
塩
の
摂
り
過
ぎ
も
高
血
圧

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
が
理
想
で
す
。

　
忙
し
い
と
、
お
に
ぎ
り
だ
け
、

パ
ン
だ
け
の
食
事
に
な
り
が
ち
で

す
。
副
菜
や
主
菜
を
組
み
合
わ
せ

る
に
は
ど
ん
な
選
び
方
が
出
来
る

で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
は
ど
ん
な
食
事
を

し
て
い
ま
す
か
？
？

で
は
、
外
食
・
中
食
利
用
時
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
え
方
と
は
？

　
ま
た
、
手
作
り
な
ら
絶
対
安
全

と
は
限
ら
ず
、
手
料
理
で
も
選
ぶ

力
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
調
理
法
・

衛
生
面
な
ど
色
々
な
配
慮
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
生
産
・
流
通
だ
け
で
は
な
く
、

加
工
（
調
理
）
も
人
に
任
せ
る
と

い
う
こ
と
は
手
軽
な
分
、
自
分
や

家
族
の
健
康
を
人
任
せ
に
す
る
リ

ス
ク
が
増
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
に
は
栄
養
成

分
表
示
が
あ
り
ま
す
。
料
理
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
脂
質
・
塩
分
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
見
比
べ
て
か
ら
料
理
を
選
ぶ

習
慣
を
つ
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

20
～
30
代
の
男
性
の
場
合
は
昼
食

で
８
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
・
脂
質
20
g

前
後
を
目
安
に
、
そ
れ
以
外
の
年

代
の
男
性
ま
た
は
女
性
は
６
０
０

～
７
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
・
脂
質
16
g

前
後
を
目
安
に
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
塩
分
は
男
女
と
も
に
一

食
３
ｇ
程
に
お
さ
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。

　
右
の
成
分
表
示
を
見
比
べ
て
も

ら
う
と
脂
質
と
食
品
相
当
量
の
数

値
が
違
う
の
が
分
か
り
ま
す
ね
。

Ａ
弁
当
よ
り
Ｂ
弁
当
を
選
ぶ
と
良

い
で
す
◎
　

　
働
き
盛
り
世
代
で
は
自
ら
の
健

康
は
二
の
次
に
な
り
が
ち
で
、
予

防
行
動
を
と
る
の
は
至
難
の
業
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
毎
日
の
食

生
活
が
身
体
を
つ
く
り
、
将
来
の

健
康
に
繋
が
り
ま
す
。
小
谷
村
食

育
推
進
計
画
で
も
『
健
康
に
毎
日

を
過
ご
す
た
め
の
食
生
活
』
を
大

目
標
と
し
て
お
り
、
健
康
は
一
生

の
宝
で
す
。

　
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の

健
康
を
考
え
る
こ
と
も
多
い
働
き

盛
り
世
代
。
一
人
ひ
と
り
が
生
活

習
慣
病
の
予
防
と
改
善
に
つ
な
が

る
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
、
健
康
を
考
え
た
食
事
を
実
践

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
レ
ト
ル

ト
食
品
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
利

用
頻
度
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
多
く
含
ま
れ
る
食
品
添

加
物
は
亜
鉛
の
吸
収
を
阻
害
し
ま

す
。
亜
鉛
は
味
を
感
知
す
る
味
蕾

の
大
事
な
構
成
成
分
で
す
。
体
内

合
成
が
で
き
な
い
の
で
食
事
か
ら

の
摂
取
が
必
要
で
す
。
卵
、海
苔
、

牡
蠣
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

※
味
覚
障
害
の
原
因
は
そ
の
他
ス

ト
レ
ス
や
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
薬
の
副
作
用
な
ど
が
原
因

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　　

８
２
‐
２
５
７
０

ち
な
み
に…

あ
な
た
は

味
覚
障
害
大
丈
夫
で
す
か
？

おにぎり単品

おにぎりの具で
主菜を。
（例：鮭、鶏そぼ
ろ、納豆巻等）

具沢山の汁物で副菜を。

スティック野菜や千切り
キャベツでもう一つ副菜を。
ドレッシング等での味のつ
けすぎには注意です！

パン単品

そば単品

野菜等の具が挟
まったサンド
イッチで主食＋
主菜＋副菜を。

牛乳やヨーグ
ルトなども組
み合わせて。

麺を食べる時は、
野菜たっぷりの
付け合わせを意
識！

栄
養
成
分
表
示
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

栄養成分表示
一食（420ｇ）当たり

エネルギー　794kcal
たんぱく質　20.4ｇ
脂　　　質　33.9ｇ
炭 水 化 物　101.9ｇ
食塩相当量　3.4ｇ

栄養成分表示
一食（490ｇ）当たり

エネルギー　775kcal
たんぱく質　22.7ｇ
脂　　　質　20.1ｇ
炭 水 化 物　125.8ｇ
食塩相当量　2.3ｇ

【Ａ弁当】 【Ｂ弁当】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
等

養
成
講
座
（
介
護
人
材
養
成
講
座
）」
が
終
了

し
ま
し
た

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
実
施

し
て
い
る
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

従
業
者
等
養
成
講
座
に
今
年
度
は

小
谷
村
か
ら
４
名
の
参
加
が
あ

り
、
３
日
間
の
研
修
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
３
日
目
の
研
修
で
は
、
リ
レ
ー

方
式
に
よ
る
大
北
各
市
町
村
の
生

活
支
援
体
制
の
取
り
組
み
の
紹
介

の
後
、
市
町
村
ご
と
に
別
れ
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。小
谷
村
で
は
、

以
前
に
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た

方
々
と
今
年
度
の
受
講
者
で
小
谷

村
の
良
い
と
こ
ろ
、
困
る
こ
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
な
を
話
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
谷
村
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
、

自
然
が
豊
か
で
野
菜
や
山
菜
が
お

い
し
い
、
人
の
つ
な
が
り
が
あ
り

人
が
優
し
い
、
自
然
に
負
け
な
い

体
力
が
あ
り
元
気
な
人
が
多
い
な

ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
除
雪

が
大
変
上
手
で
あ
り
が
た
い
と
い

う
意
見
も
で
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
し
て
困
る
と
こ
ろ
は
、
医

療
、
福
祉
面
の
不
安
、
移
動
手
段

の
不
安
、
人
口
減
少
に
対
す
る
不

安
等
が
上
が
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

は
、
実
は
多
忙
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
た
ら
い
い
な
で
は
、
小
谷

村
で
暮
ら
す
に
は
、
医
療
、
福
祉
、

生
活
支
援
、
移
動
支
援
等
の
充
実

の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
困
り
ご

と
を
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
場
所

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
あ
り
が
た
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
に
力
を
か
し
て
い

た
だ
け
る
方
、
介
護
に
興
味
の
あ

る
方
、
漠
然
と
で
も
『
何
か
し
た

い
！
』な
ど
の
思
い
の
あ
る
方
等
、

ぜ
ひ
次
年
度
の
受
講
を
検
討
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５
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●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

矢口　政子 81歳 千国 博史
山﨑　　茂 73歳 下里瀬 修一

平川　善一 95歳 南雨中 　行

次
回
の
開
会
予
定

　
12
月
20
日
（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
12
月
26
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
26
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
１
月
10

日
（
火
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 12

　
月

今
月
の
納
税

税  

目

期  

別

納
期
限

固
定
資
産
税

３
期

１
月
４
日（
水
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

７
期

１
月
４
日（
水
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期

１
月
４
日（
水
）

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

栂池北 健太・仁美鈴木　咲美
すず  き え　み

高
齢
者
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度
）

策
定
に
向
け
、
大
北
地
域
の
高
齢

者
の
方
の
生
活
実
態
や
健
康
状

態
、
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、

「
高
齢
者
実
態
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
調
査
票
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
記
入
お

願
い
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
①
、②
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
て
い
ま
す
。

① 

「
要
介
護
・
要
支
援
」
に

　

 

認
定
さ
れ
て
い
る
方

② 

認
定
を
受
け
て
い
な
い

 

　65
歳
以
上
の
方

■
締

　切

　
令
和
４
年
12
月
23
日
（
金
）

■
調
査
内
容

　
介
護
に
関
す
る
意
識
や
生
活
実

態
の
ほ
か
、
介
護
保
険
認
定
を
受

け
て
い
る
方
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
や
充
足
感
、
地
域
活

動
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
介
護
者
の
方
に
お
伺
い
す
る

項
目
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
に
し
て
い

く
た
め
の
大
切
な
調
査
に
な
り
ま

す
。
調
査
票
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
て
回
収
い

た
し
ま
す
の
で
、
締
切
日
ま
で
に

記
入
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

　
　
２
２
‐
７
１
９
６

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
農
作
物
等
の
被
害
状
況
及
び
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
地

区
連
絡
員
に
よ
り
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
回

答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
小
谷
村

に
お
け
る
今
後
の
鳥
獣
対
策
に
必

要
な
重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
回
収
に
つ
い
て
も
連
絡

員
が
行
い
ま
す
が
、
回
収
時
期
は

地
区
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
連
絡
員
に
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
役
場
農
林
係
へ
直
接
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
８

農作物等被害状況及び
クマ目撃に関する
アンケートの回答に
ご協力ください
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次
回
の
開
会
予
定

　
12
月
20
日
（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
12
月
26
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
26
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
１
月
10

日
（
火
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 12

　
月

今
月
の
納
税

税

目

期

別

納
期
限

固
定
資
産
税

３
期

１
月
４
日（
水
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税

目

期

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

７
期

１
月
４
日（
水
）

税

目

期

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期

１
月
４
日（
水
）

高
齢
者
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度
）

策
定
に
向
け
、
大
北
地
域
の
高
齢

者
の
方
の
生
活
実
態
や
健
康
状

態
、
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、

「
高
齢
者
実
態
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
調
査
票
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
記
入
お

願
い
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
①
、②
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
て
い
ま
す
。

①
「
要
介
護
・
要
支
援
」
に

　認
定
さ
れ
て
い
る
方

②
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
方

■
締

　切

令
和
４
年
12
月
23
日
（
金
）

■
調
査
内
容

介
護
に
関
す
る
意
識
や
生
活
実

態
の
ほ
か
、
介
護
保
険
認
定
を
受

け
て
い
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方
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
や
充
足
感
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地
域
活

動
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に
つ
い
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お
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き
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ま
す
。
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た
介
護
者
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方
に
お
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い
す
る

項
目
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す
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意
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い
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た
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調
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ま

す
。
調
査
票
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域
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支
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セ
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ー
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回
収
い

た
し
ま
す
の
で
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切
日
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で
に

記
入
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ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
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せ
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ア
ル
プ
ス
広
域
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１
９
６
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域
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ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
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ら
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知
ら
せ
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況
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ツ

キ
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ワ
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の
目
撃
に
係
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ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
地

区
連
絡
員
に
よ
り
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
回

答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
小
谷
村

に
お
け
る
今
後
の
鳥
獣
対
策
に
必

要
な
重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
回
収
に
つ
い
て
も
連
絡

員
が
行
い
ま
す
が
、
回
収
時
期
は

地
区
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
連
絡
員
に
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
役
場
農
林
係
へ
直
接
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先

観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
８

農作物等被害状況及び
クマ目撃に関する
アンケートの回答に
ご協力ください


